
































Philosophical Essay on “Eating”

























































































































0 0 0 0 0
を破壊して
0 0 0 0 0
、自らの同一性を維持しつつ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、新たな自己
0 0 0 0 0
を作り上げるという営み






























































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
にそれ自体が目的として追求されてきた









































































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、同時にまた
0 0 0 0 0
自然を自らの意志に従わせることの始まりでもあった




























































































































0 0 0 0
であると同時に、これらの慣習行動の分類システム






0 0 0 0 0 0 0 0 0
、すなわち生活様式空間




























0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、自らを取り巻く自然
0 0 0 0 0 0 0 0 0
に賦与し
0 0 0 0
、さまざまな事物を識別する際に役立てると




0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
さらにこれを土台とすることによって
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、自然との関わ
0 0 0 0 0 0
りを強化したり再構築したりしている






























0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、人間はつねに自然に依
























0 0 0 0 0
であるだけでなく、シンボル的獲得






































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
で組織的に介入することの始まり










































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
がって自然を意図的に変容させ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、人間の利益のために
0 0 0 0 0 0 0 0 0
利用することが始まり
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
、意のままにならない自然に対
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
してさらにそれを支配しようとする傾向が強まって
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
いった
0 0 0
、ということなのである。
５ 　おわりに　―「食べること」に関連する、
さらなる自然への介入
以上、かなり急ぎ足ではあるが、「食べること」をめ
ぐるいくつかの論点について、人間と自然との関わり
12	 cf.	フェルナンデス＝アルメスト（2010,	pp.	178-182）．動物の飼育と農耕の始まりとの間に何らかの因果関係にあるのかどうか
については、確定的なことは言えないであろうが、フリードマン（2009）によれば「動物の飼養は植物の栽培が少しだけあと
に起こった」とのことであるから、このことは農耕生活の始まりによって余剰作物が生じ、動物を飼う余裕ができたという説
明に対する傍証となるかもしれない。より詳細には、以下のように記されている。「山羊、羊、牛、豚は、すべて西アジアにお
いて、9000年前から8000年前の間に家畜化された。馬とフタコブラクダは、6000年前から5000年前の間に中央アジアで家畜化
された。馬は最初は食用に家畜化されたらしい。鶏は、おそらく東南アジアで8000年前に家畜化され、そのおよそ3000年後に
はアヒルが続いた。その他に家畜化されたものには、メキシコの七面鳥、アンデスのリャマとモルモット、ヨーロッパのウサ
ギと、スカンディナヴィアとロシアのトナカイがある。」（フリードマン（2009,	p.	54））
13	 中尾（1966）によれば、「農業とは文化的にいえば、生きている文化財を先祖から受けつぎ、それを育て、子孫に手渡していく
作業ともいえよう」（中尾（1966,	p.	3））。つまり、農業において「文化財」をなすのは、「農具や技術」よりも、何よりもまず「生
きている栽培植物の品種や家畜の品種」なのだということなのである。
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という観点から論じてきた。最後に、同じく人間と自
然との関わりという観点から、近年、「食べること」を
めぐって生じている事柄について取り上げておきたい。
これまで論じてきたように、「食べること」が、人間
にとって都合のいいように自然を意図的に変容させる
ことであるとするならば、「食べること」をめぐる人間
の必要性および要求が、技術の進歩にともなって、自
然を量的に改変していくことばかりではなく、自然を
質的に変化させていくこともまた、人間の能力が許す
かぎり押し進めていくであろうことは容易に想像がつ
く。しかしこうした趨勢が、現代において、深刻な問
題を引き起こしていることは、一般に知られている通
りである。
量的な改変ということで言えば、問題になっている
のは、たとえば食糧生産を目的とした農業用地の拡大
および水資源の利用、さらには動植物の乱獲等々のこ
とである。これらが原因で、森林伐採、砂漠化、地球
温暖化、塩害、土壌流出、生物多様性の減少など、深
刻な環境問題を引き起こしてきたことは、よく知られ
ている。
質的な変化ということで近年とみに問題になってい
ることとして、動植物の品種改良の試みがある。これ
までにも人類は安定した収穫量の確保や生産量の増加、
さらにはよりおいしい食べものを生産すること等々を
目的として、さまざまな形で品種改良を行ってきた。
しかし、近年の科学技術の進歩発展は、そうした質的
な変化を、十分にそのリスクの見積もりがなされてい
ないという状況においてさえ、積極的に押し進めると
いう事態を生じさせている。そうした事例の一つとし
て、遺伝子組み換え作物をあげることができる。遺伝
子組み換え作物は、害虫に対する抵抗性やウィルスへ
の耐性、除草剤に対する耐性（除草剤による効率的な
雑草の防除に役立つ）、保存特性の向上、低温・高温・
乾燥などのストレス耐性、農作物の栄養価の向上等々
を目的として、研究開発および実用化が進められてい
るが、さまざまな調査から、必ずしも計画していたよ
うな成果をあげることができず、むしろ人間にとって
害をもたらす可能性が指摘されている14。
以上のように、食べ物を生産すること―農耕栽
培・畜産はもちろんのこと、それによって生産された
食材を加工し、流通させ、販売する一連のルートに関
連して、人間のために、人間の体内に取り込み人間の
一部をなすものを生産して私たちの食卓にまで届ける
ためのさまざまな仕組み、分業体制、テクノロジー等々
も含めて―をめぐるさまざまな技術開発が、いまや
量と質の両面において自然を過度に改変し、そのこと
が人間自身に悪影響を与え、人類の存続そのものを危
うくするに至っている。
つまり「食べること」をめぐって、人間は、現代に
おいて、自然的欲求にしたがいつつそれを発展させな
がら、同時に自然的秩序をこえた、いわば反自然的な
領域にまで足を踏み入れており、しかもそうした影響
が人間によってはコントロールできないかもしれない
ような程度にまで及んでいるのである。
むろん、たとえば先に取り上げた遺伝子組み換え作
物の危険性は―その安全性と同様に―いまだはっ
きりと証明されていないのだから、推定無罪の段階に
あるのだと言うこともできる。我々が遺伝子組み換え
作物に警戒心をもつのは、単に、新しい技術の所産を
漠然と不気味に感じているからに過ぎないのかもしれ
ない。また、いわゆる環境破壊に関連するさまざまな
問題についても、いずれ新たな技術開発や人間の努力
によって事態が改善される可能性もある。しかし、い
ずれにせよ指摘できるのは、現代において我々が、自
分たちの食べているものについてもっている知識がき
わめて限定されている、ということである。たとえば
我々は、自分たちが日常生活において食べているさま
ざまな食材・食品について、それがどこで、誰がある
いはどの団体組織・企業が生産したか、生産地はどこ
か、といった程度しか興味を持たない。たとえば加工
食品について、それがどのような仕方で生産・加工さ
れたか、そのプロセスにおいてどのような原材料が使
用されたかについては、非常に限定された知識と興味
関心しかもっていない。
我々が人間と自然との関わりという観点から、「食べ
ること」についての洞察を深めていくためにも、こう
14	 遺伝子組み換え植物に関する概説書としては、山田・佐野（1999）、より新しいものとしては元木（2011）をあげておく。遺伝
子組み換え作物を使用した食品が人間にもたらすさまざまな害について、「バイオテクノロジー産業の汚れた策略」という観点
から詳細に暴き出した最新の書物としては、リーズ（2013）がある。
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した現状を少しずつ改める必要があるだろう。そして
そうだとすれば、美食家として名高いブリア・サヴァ
ラン（1755-1826）が『美味礼賛』に記したよく知られ
た言葉―「どんなものを食べているか言ってみたま
え。君がどんな人であるかを言いあててみせよう」（ブ
リア－サヴァラン（1983,	p.	23））―は、むしろ人間学
的あるいは倫理的な意味において捉え直されなければ
ならないだろう。すなわち、もし我々が、自分たちが
何者であるかについて、あるいはさらに、人間とは何
であるかについて知りたい、あるいは考えたいのであ
れば、自分たちが何をどのように食べているかを―
その歴史的および文化的な起源や来歴も含めて―知
らなければならないのである。
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